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西
洋
お
よ
び
日
本
の
反
逆
と
背
徳

信
　
太
　
正
　
三

「
世
代
」
第
二
号
（
一
九
六
一
年
十
二
月
発
行
）

中
国
近
代
史
に
お
け
る
孫
文
の
役
割

志
　
賀
　
　
　
剛

胡
適

石
　
川
　
節
　
生

魯
迅

武
　
林
　
昌
　
秀

日
本
の
仏
教

金
　
子
　
良
　
治

愛
国
心

吉
　
岡
　
光
　
義

農
業
基
本
法
に
つ
い
て
の
諸
問
題

中
　
村
　
邦
　
男

ユ
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー
中
　
谷
　
光
　
隆

高
村
光
太
郎
に
つ
い
て

安
　
川
　
周
　
作

幽
雨

佐
々
木
　
正
　
和

虚
数
の
中
で

小
　
山
　
隆
　
久

大
島
渚
論

渡
　
辺
　
　
　
尚

十
二
夜
に
つ
い
て

山
　
田
　
浩
　
志

現
代
青
年
と
理
想

萩
　
原
　
成
　
美

私
の
宗
教
観

平
　
沢
　
　
　
久

今
か
ら
で
も
遅
く
な
い

街
　
道
　
重
　
昭

〈
座
談
会
〉

学
生
運
動
に
つ
い
て

人
文
系
ゼ
ミ
ナ
リ
ス
ト

「
世
代
」
創
刊
号
（
一
九
六
一
年
二
月
発
行
）

〈
卒
　
　
論
〉

月
本
の
近
代
化
と
そ
の
特
殊
性

板
　
橋
　
一
　
郎

カ
ミ
ュ
ー
の
異
邦
人
に
つ
い
て

藤
　
田
　
敬
　
蔵

日
本
近
代
化
の
悲
劇

橋
　
本
　
芳
　
紀

〈
随
　
　
想
〉

こ
の
瞬
間
に
生
き
が
い
を

福
　
島
　
陸
　
夫

劣
等
感
に
つ
い
て

江
　
頭
　
輝
　
雄

死

吉
　
岡
　
光
　
義

〈
論
　
　
文
〉

近
代
化
に
お
け
る
疎
外
と
教
育

北
　
村
　
俊
　
夫

キ
リ
ス
ト
者
と
社
会
運
動

吉
　
沢
　
五
　
郎

黒
い
オ
ル
フ
ェ
の
雰
囲
気

進
　
　
　
　
　
博

コ
ン
ゴ
問
題

谷
　
　
　
　
　
守

〈
創
　
　
作
〉

業
に
つ
つ
ま
れ
た
友
情

山
　
内
　
兼
　
敬

〈
報
　
　
告
〉

学
生
部
会
昭
和
三
十
五
年
度
活
動
報
告

第
七
回
日
本
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
参
加
報
告

平
　
　
　
能
基
男

〈
寄
　
　
稿
〉



抽
象
芸
術
の
視
点

宮
　
島
　
光
　
紀

音
楽
に
つ
い
て

渋
　
谷
　
彰
　
彦

我
々
の
宗
教
観

石
　
原
　
　
　
忠

Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て

小
笠
原
　
　
　
喬

〈
報
　
　
告
〉

学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

人
文
系
活
動
報
告

昭
和
三
十
七
年
度
学
生
部
会
活
動
報
告

〈
寄
　
　
稿
〉

英
語
劇
沿
革
に
つ
い
て

須
　
藤
　
兼
　
吉

英
語
劇
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
と
沿
革

向
　
井
　
俊
　
二

「
世
代
」
第
四
号
（
一
九
六
三
年
十
二
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

〈
卒
　
　
論
〉

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
考
察

吉
　
岡
　
光
　
義

サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
と
自
由
観

森
　
　
　
忠
　
弘

五
島
に
お
け
る
隠
れ
切
支
丹

中
　
村
　
喜
　
勇

〈
論
　
　
文
〉

文
明
開
化
―
そ
の
国
内
政
策
と
国
外
政
策
―

小
西
孝
俊
・
堀
越
　
格

明
六
社
の
人
々

石
　
原
　
　
　
実

自
由
民
権
運
動

吉
　
田
　
　
　
洋

徳
富
蘇
峰
の
平
民
主
義

小
　
林
　
愛
　
子

〈
報
　
　
告
〉

学
生
実
態
報
告

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

学
生
部
会
昭
和
三
十
六
年
度
活
動
報
告

「
世
代
」
第
三
号
（
一
九
六
二
年
十
二
月
発
行
）

世
代
―
戦
後
の
世
代
別
の
思
想
と
行
動

坂
　
田
　
邦
　
夫

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
性
格

吉
　
岡
　
光
　
義

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
源
流

―
北
一
輝
の
思
想
を
中
心
と
し
て
藤
　
本
　
雅
　
生

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
進
展
過
程
と
特
質

小
　
田
　
　
　
薫

農
民
一
揆
に
み
る
反
封
建
性
の
限
界

笹
　
口
　
英
　
紀

日
本
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
と
為
政
者
へ
の

疑
問
―
国
家
主
義
と
我
々
の
立
場

渡
　
部
　
　
　
尚

現
代
と
統
一
戦
線

岸
　
本
　
光
　
造

教
育
と
社
会
体
制

新
　
家
　
克
　
美

矢
内
原
事
件

山
　
本
　
道
　
雄

人
間
の
自
己
疎
外

桜
　
井
　
征
　
行

現
代
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
中
間
層
の
状
況

―
疎
外
意
識
を
中
心
と
し
て
杉
下
道
吉
・
鎌
田
靖
雄

レ
ジ
ャ
ー
分
析

石
　
原
　
　
　
実

詩
―
枯
葉

渋
　
谷
　
彰
　
彦

躾
け
と
教
育

行
　
船
　
純
　
忠

日
本
美
の
再
発
見

青
　
山
　
弘
　
一
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加
　
藤
　
三
　
朗



編
集
後
記

斉
　
木
　
寿
　
国

「
世
代
」
第
五
号
（
一
九
六
四
年
十
二
月
発
行
）

坂
　
田
　
邦
　
夫

〈
卒
　
　
論
〉

黎
明
期
の
社
会
主
義
思
想

松
　
下
　
道
　
吉

実
存
主
義
に
於
け
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の

世
界
観
―
そ
の
一
側
面
―

夏
　
野
　
俊
　
一

〈
研
　
　
究
〉

学
力
テ
ス
ト
問
題
と
そ
の
周
辺

大
　
曲
　
　
　
肇

占
領
政
策
と
労
働
運
動

相
　
原
　
俊
　
雄

現
代
の
課
題
―
福
祉
国
家
の
考
察
―

大
　
森
　
邦
　
彰

〈
随
　
　
筆
〉

現
代
に
お
け
る
個
人
と
歴
史

梅
　
沢
　
英
　
紀

自
然
へ
の
誘
い

高
　
橋
　
頌
　
弘

〈
詩
〉陽

炎

喜
　
多
　
哲
　
義

青
春

田
　
口
　
孝
　
吉

〈
論
　
　
文
〉

自
己
存
在
の
探
求

橋
　
本
　
千
　
尋

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

奥
　
田
　
昌
　
孝

〈
書
　
　
評
〉

Ｗ
・
Ｂ
ウ
ル
フ
著
『
ど
う
し
た
ら
幸
福
に

〈
巻
頭
言
〉

〈
論
　
　
争
〉

坂
本
氏
に
答
え
る
―
本
学
学
生
新
聞

（
五
、
六
月
号
）
掲
載
の
批
判
に
答
え
る
―

笹
　
口
　
英
　
紀

農
村
人
口
の
変
動

石
　
川
　
孝
　
男

戦
後
日
本
の
社
会
道
徳
の
喪
失

坂
　
田
　
邦
　
夫

現
代
に
お
け
る
虚
無
感

前
　
田
　
　
　
誠

戦
後
の
労
働
運
動
の
質
的
変
化

藤
　
原
　
歳
　
久

自
由
民
権
運
動
―
豪
農
の
性
格
と
運
動
終
息

へ
の
経
過
―

今
　
井
　
秀
　
彦

自
由
の
解
釈

後
　
藤
　
文
　
彦

自
由
の
解
釈
に
寄
せ
て

大
　
鶴
　
光
　
彦

芸
術
と
民
族

福
　
田
　
　
　
豊

言
語
と
文
化
的
国
民
性

大
　
浜
　
　
　
進

桜
井
正
行
氏
の「
政
治
と
文
学
に
つ
い
て
」を
批

評
す
る
―
本
学
新
聞
九
月
二
十
日
付
に
対
す
る
批
判
―

片
　
桐
　
敏
　
郎

〈
詩
〉一

瞬
の
青
空

西
　
川
　
敦
　
治

美
代
子

西
　
川
　
敦
　
治

心

岩
　
崎
　
誠
　
治

〈
報
　
　
告
〉

学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

人
文
系
ゼ
ミ
活
動
報
告

人
文
系
ゼ
ミ

昭
和
三
十
八
年
度
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会
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白
痴
―
真
に
美
し
い
人
間

岩
　
切
　
寿
恵
子

〈
研
　
　
究
〉

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

市
　
川
　
　
　
裕

日
本
浪
漫
派
の
思
想

毛
　
藤
　
圀
　
彦

日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
を
探
る

斎
　
藤
　
三
恵
子

堕
落
論

山
　
口
　
康
　
夫

幸
福
に
つ
い
て

橋
　
本
　
千
　
尋

音
声
学
に
於
け
る
音
声
言
語
の
重
要
性

青
　
木
　
殉
　
子

大
衆
文
化
状
況
な
る
も
の

田
　
口
　
孝
　
吉

ア
ジ
ア
開
発
と
先
進
国
の
役
割

梅
　
沢
　
英
　
紀

〈
随
　
　
想
〉

哲
学
的
時
代
考
察

三
　
木
　
拓
　
三

お
い
ら
せ

芦
　
路
　
洋
　
平

〈
創
　
　
作
〉

か
わ
や
の
哲
学

津
　
村
　
昌
　
保

〈
読
　
　
書
〉

デ
ュ・ガ
ー
ル
著『
チ
ボ
ー
家
の
人
々
』に
思
う

青
　
葉
　
　
　
仁

〈
詩
〉あ

ざ
み
花

浅
　
田
　
　
　
勁

孤
独

田
　
中
　
　
　
学

〈
体
験
記
〉

苦
闘
の
旅
路
―
九
州
一
周
自
転
車
旅
行
―

安
　
部
　
克
　
孝

〈
報
　
　
告
〉

な
れ
る
か
』
平
　
賀
　
巳
代
治

『
さ
れ
ど
わ
れ
ら
が
日
々
』

―
に
み
る
柴
田
翔
の
思
想
性

本
　
田
　
唯
　
史

大
仏
次
郎
作
『
帰
郷
』
を
読
ん
で

山
　
下
　
喬
　
雄

『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
に
つ
い
て

青
　
葉
　
　
　
仁

〈
研
　
　
究
〉

Ｆ
・
カ
フ
カ
『
城
』
を
主
題
と
す
る

実
存
主
義
に
於
け
る
人
間
性
の
研
究
遊
　
佐
　
英
　
一

東
南
ア
ジ
ア
問
題

近
　
藤
　
義
　
正

マ
ル
ク
ス
主
義
の
〈
国
家
学
説
〉
に
つ
い
て

斎
　
藤
　
憲
　
之

ア
メ
リ
カ
の
黒
人
た
ち

飯
　
田
　
勝
　
子

〈
報
　
　
告
〉

第
五
回
学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
三
十
九
年
度
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
報
告

人
文
系
ゼ
ミ

昭
和
三
十
九
年
度
人
文
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
崎
　
勇
　
造

「
世
代
」
第
六
号
（
一
九
六
五
年
十
二
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

並
木
卓
造

〈
卒
　
　
論
〉

現
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

加
　
藤
　
三
　
朗

戦
後
建
築
伝
統
論
争
に
つ
い
て

内
　
海
　
征
　
二

鶴
見
区
に
お
け
る
産
業
構
造

安
　
部
　
満
　
郎
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眩
暈

奈
　
良
　
　
　
隆

挽
歌

大
　
城
　
鎮
　
基

〈
座
談
会
〉

『
戦
後
世
代
の
精
神
構
造
』

―
わ
れ
ら
の
世
代
と
は
何
か
―

〈
報
　
　
告
〉

第
七
回
学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
新
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
四
十
一
年
度
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
報
告

人
文
系
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
四
十
一
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

池
　
川
　
　
　
劭

「
世
代
」
第
八
号
（
一
九
六
八
年
一
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

松
　
岡
　
和
　
雄

〈
卒
　
　
論
〉

理
想
と
国
家
主
義

青
　
葉
　
　
　
仁

明
治
の
理
論
思
想

吉
　
田
　
　
　
直

Ｒ
・
Ｍ
・
リ
ル
ケ
論

長
　
坂
　
　
　
紘

〈
研
　
　
究
〉

有
島
武
郎
に
お
け
る
背
教

荒
　
木
　
信
　
良

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
に
お
け
る
教
育
思
想

佐
　
野
　
光
　
璋

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の『
職
業
と
し
て
の

学
問
』
批
判
へ
の
批
判
軍
　
司
　
克
　
巳

〈
随
　
　
想
〉

第
六
回
学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
新
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
四
十
年
度
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
報
告

人
文
系
各
ゼ
ミ

昭
和
四
十
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

毛
　
藤
　
圀
　
彦

「
世
代
」
第
七
号
（
一
九
六
七
年
一
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

仁
　
木
　
内
　
匠

〈
卒
　
　
論
〉

占
領
に
み
る
ア
メ
リ
カ
政
策
の
本
質

横
　
山
　
定
　
男

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

『
十
二
夜
』
に
つ
い
て
井
　
田
　
勝
　
興

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
於
け
る
実
存
主
義
の
研
究

長
　
尾
　
典
　
子

〈
研
　
　
究
〉

ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
思
想
の
焦
点
市
　
川
　
　
　
裕

毛
沢
東
と
中
国
革
命

袴
　
田
　
泰
　
子

一
般
意
味
論
と
い
う
も
の

蒲
　
地
　
雅
　
美

森
外
の
歴
史
的
位
置

鈴
　
木
　
忠
　
昭

有
島
武
郎
の
文
学
史
的
位
置

北
　
川
　
健
　
三

毛
沢
東
と
魯
迅

山
　
崎
　
健
　
一

中
国
近
代
革
命
史

萩
　
上
　
寿
久
雄

〈
詩
〉喜

望
峰
（Cape

ofGood
H
ope

）

田
　
口
　
孝
　
吉
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近
世
儒
教
思
想
史
に
み
る
近
代
へ
の
胎
動

―
そ
の
日
中
比
較
論

野
　
村
　
　
　
剛

サ
ル
ト
ル
哲
学
へ
の
序
章
（
二
）

三
　
木
　
拓
　
三

〈
詩
〉

《
告
知
》

岡
　
田
　
正
　
則

〈
研
　
　
究
〉

三
島
由
紀
夫
と
横
光
利
一

鈴
　
木
　
公
　
典

西
田
哲
学
の
性
格
・
そ
の
一

―
無
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
―
鈴
　
木
　
勝
　
博

オ
ル
テ
ガ
に
お
け
る
私
と
私
の
環
境

―
オ
ル
テ
ガ
哲
学
を
め
ぐ
る
一
試
論
―
山
　
田
　
行
　
雄

マ
ル
ク
ス
主
義
と
主
体
性
―
人
間
論
―

山
　
崎
　
泰
　
弘

《
没
意
味
化
》
的
世
界
と
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

ー
バ
ー
―
我
々
の
時
代
の
要
求
―

棚
　
村
　
正
　
昭

〈
大
学
自
治
論
〉

教
育
の
帝
国
主
義
的
改
編
に
坑
し
て

大
学
共
同
の
幻
想
を
打
破
れ
！

山
　
口
　
　
　
晃

教
育
情
勢
分
析
　
大
学
革
新
闘
争
に
向
け
て

後
　
藤
　
丞
　
希

大
学
の
民
主
的
改
革
を
勝
ち
と
り
全
学
協
議
会
を

中
心
に
大
学
を
反
独
占
闘
争
の
砦
と
し
よ
う
！

平
　
川
　
英
　
二

〈
紹
　
　
介
〉

人
文
学
会
Ⅱ
部
学
生
部
会
発
会
に
際
し
て

川
　
添
　
堅
　
一

〈
報
　
　
告
〉

は
し
ら

花
　
田
　
隆
　
夫

旅
に
つ
い
て

入
　
江
　
不
　
二

〈
詩
〉十

月

小
　
林
　
土
　
百

汽
車
を
待
つ

宮
　
下
　
幸
　
一

虚
栄
と
い
う
こ
と

五
十
嵐
　
郁
　
雄

〈
研
　
　
究
〉

日
本
文
化
試
論

森
　
本
　
正
　
一

中
国
文
字
改
革
に
関
す
る
考
察

花
　
田
　
隆
　
夫

社
会
主
義
へ
の
移
行
の
問
題

山
　
崎
　
泰
　
弘

〈
紹
　
　
介
〉

と
っ
か
ん
・
叫
び

Ⅱ
部
学
生
機
関
誌

〈
報
　
　
告
〉

第
八
回
学
生
実
態
調
査

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

人
文
系
ゼ
ミ
活
動
報
告

人
文
系
ゼ
ミ

昭
和
四
十
二
年
度
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

宮
　
下
　
幸
　
一

「
世
代
」
第
九
号
（
一
九
六
九
年
一
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

編
　
　
集
　
　
部

〈
卒
　
　
論
〉

夏
目
漱
石
の
苦
悩
と
自
己
救
済

―
自
我
の
問
題
と
自
己
救
済
と
し
て
の
自
然
―

小
　
崎
　
哲
　
夫
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「
世
代
」
第
十
一
号
（
一
九
七
三
年
五
月
発
行
）

〈
評
　
　
論
〉

近
代
知
識
人
の
思
想
形
成
の
位
相

―

木
と
漱
石
―
亀
　
井
　
秀
　
俊

砂
漠
か
ら
の
回
帰
―
中
島
敦
と
安
部
公
房
―

斉
　
藤
　
行
　
広

〈
詩
・
短
歌
〉

や
さ
し
さ
の
果
て
に
朝

松
　
浦
　
の
ぼ
る

お
前
の
手
を
見
ろ

岡
　
田
　
正
　
則

旅
夜

佐
　
藤
　
哲
　
夫

〈
論
　
　
文
〉

隠
岐
騒
動
序
論

吉
　
木
　
　
　
隆

近
代
に
お
け
る
日
本
と
朝
鮮

自
主
講
座「
朝
鮮
論
」

現
代
都
市
社
会
論
序
説
（
そ
の
一
）

―
現
代
都
市
と
人
間
問
題
―
野
　
口
　
喜
久
夫

人
文
学
会
学
生
部
会
・
昭
和
四
十
七
年
度
活
動
報
告

編
　
　
集
　
　
部

「
世
代
」
第
十
二
号
（
一
九
七
四
年
六
月
発
行
）

現
代
社
会
論
―
現
代
社
会
と
人
間
の
関
係
枠
―

野
　
口
　
喜
久
夫

ヘ
ー
ゲ
ル
の
市
民
社
会
に
お
け
る
特
殊
性
と

普
遍
性
に
つ
い
て
向
　
井
　
智
　
子

〈
詩
・
創
作
〉

船
酔
い

飯
久
保
　
　
　
修

冬
の
夢
想

橋
　
本
　
昌
　
也

第
九
回
学
生
実
態
調
査
報
告

山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
四
十
三
年
度
人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
活
動
報
告

人
文
系
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

昭
和
四
十
三
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

編
　
　
集
　
　
部

「
世
代
」
第
十
号
（
一
九
七
一
年
六
月
発
行
）

〈
論
　
　
文
〉

『
こ
こ
ろ
』
の
近
代
的
位
置

萩
　
野
　
良
　
一

思
想
の
此
方
へ

岡
　
名
　
輝
　
夫

こ
の
問
い
に
誰
れ
が
答
え
る
か

西
　
村
　
正
　
志

言
語
表
現
論
序
説

柴
　
田
　
隆
　
行

〈
随
　
　
想
〉

燃
え
る
砂
の
一ひ

と

節よ

み
ず
き

明

雷
と
空
っ
風

吉
　
永
　
宣
　
子

〈
詩
〉変

幻
の
蕀

小
　
谷
　
　
　
哲

幻
と
伝
説

岡
　
田
　
正
　
則

図
鑑
Ⅲ

吉
　
永
　
宣
　
子

紫
の
花
嫁

松
　
浦
　
の
ぼ
る

〈
書
　
　
評
〉

思
想
と
し
て
の
仏
典

鈴
　
木
　
恒
　
仁

道
元
集

井
　
沢
　
正
　
勝

編
集
後
記

編
　
　
集
　
　
部
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神
奈
川
大
学
人
文
学
会
　
学
生
部
会
会
則

「
世
代
」
第
十
四
号
（
一
九
七
七
年
六
月
発
行
）

〈
研
究
・
論
文
〉

プ
ロ
ロ
ー
グ

Elizabeth
JenningsSong

attheBeginning
of

Autum
n

―
そ
の
小
鑑
賞
―
〈
秋
の
は
じ
め
の
詩う

た
〉
岩
　
元
　
秀
　
人

Perform
anceObjectiresand

Taxonom
y
of

Second
LanguageLearning

黒
　
部
　
英
　
治

企
業
の
住
宅
政
策
の
変
遷

〈
京
浜
七
工
場
の
調
査
よ
り
〉

（「
究
明
」
10
号
よ
り
転
載
）
小
　
林
　
秀
　
樹

被
爆
朝
鮮
人
（「
獣
」
90
号
よ
り
転
載
）

関
　
根
　
茂
　
治

〈
創
　
　
作
〉

衝
動

生
　
田
　
　
　
治

人
間
宣
言

柴
　
田
　
松
　
弥

〈
イ
ン
・
ゼ
ミ
大
会
よ
り
〉

日
本
文
化
論

甘
え

武
田
紀
子
・
山
本
一
三

言
語
か
ら
の
一
考
察

入
月
淳
子
・
鈴
木
　
智

ド
レ
フ
ュ
ス
事
件
の
意
義

〝
ポ
リ
デ
ィ
ー
ク
〞と〝
ミ
ス
デ
ィ
ー
ク
〞

阿
　
部
　
増
太
郎

現
代
歴
史
学

小
　
島
　
　
　
正

陥
穽

蔵
　
元
　
博
　
文

都
市
の
自
殺
―
そ
の
生
活
構
造
論
的
把
握
の
試
み
―

相
　
沢
　
孝
　
昭

〈
寄
　
　
稿
〉

西
欧
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
お
け
る
文
学
に

あ
ら
わ
れ
たRatio

そ
の
抬
頭
と
動
揺

佐
々
木
　
茂
　
美

人
文
学
会
学
生
部
会
　

昭
和
四
十
八
年
度
活
動
報
告

編
　
　
集
　
　
部

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
学
生
部
会
会
則

「
世
代
」
第
十
三
号
（
一
九
七
五
年
九
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

片
　
野
　
三
男
吉

近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
ア
ジ
ア
主
義
と

朝
鮮
―
そ
の
比
較
文
明
論
的
考
察
―
和
　
田
　
敏
　
光

若
き
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
の
一
考
察

向
　
井
　
智
　
子

わ
た
し
は
血
の
中
に
眠
る

山
　
本
　
　
　
進

予
感
　

松
　
本
　
剛
　
二

Ⅱ
　
無
重
力
瞑
想
　

岩
　
口
　
義
　
紀

夏
休
み
に

中
　
川
　
真
　
平

小
説
　
失
れ
ゆ
く
も
の

今
　
里
　
隆
　
史

オ
ブ
ジ
エ

飯
久
保
　
　
　
修

関
係
文
法
と
そ
の
問
題
点

三
　
上
　
　
　
司

昭
和
四
十
九
年
度
　
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

昭
和
四
十
九
年
度
　
人
文
学
会
学
生
部
会
会
計
報
告

122



大
友
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

林
　
　
　
正
　
太

マ
ク
ベ
ス
―
聴
く
劇
で
あ
る
こ
と
―

加
　
藤
　
美
智
子

「
世
代
」
第
十
六
号
（
一
九
七
九
年
三
月
発
行
）

〈
女
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
）〉

女
性
の
社
会
的
あ
り
方
に
つ
い
て

―
そ
の
歴
史
的
展
望
―
木
　
村
　
優
　
子

女
性
は
つ
く
ら
れ
る

―
日
本
の
女
子
教
育
の
歩
み
に
つ
い
て
―

吉
　
田
　
雅
　
恵

現
在
の
女
性
の
主
体
性
と
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
西
　
沢
　
真
喜
子

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
日
越
貿
易

佐
々
木
　
喜
　
介

日
米
農
産
物
交
渉
―
一
九
七
七
年
一
一
月
〜

一
九
七
八
年
一
月
―

山
　
下
　
志
　
朗

リ
ア
の
死
に
つ
い
て
―
自
己
認
識
の
過
程
か
ら
―

中
　
島
　
好
　
美

『
悪
』
の
魅
力
―
エ
ド
マ
ン
ド
を
め
ぐ
っ
て
―

宮
　
下
　
真
留
美

マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
の
唄

中
　
村
　
洋
　
一

サ
ド
の
思
想
と
反
社
会
性（
図
書
館
投
稿
箱
よ
り
）

高
　
橋
　
　
　
力

こ
と
ば
の
源
を
探
る
学
問

高
　
野
　
正
　
史

『
日
本
の
芸
術
思
想
』
山
本
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

二
十
五
周
年『
ア
ジ
ア
の
抵
抗
』出
版
記
念

講
演
会
草
　
薙
　
正
　
夫

七
十
八
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

英
語
科
に
お
け
る
授
業
の
進
め
方

エ
ピ
ロ
ー
グ

人
文
学
会
学
生
部
会
・
昭
和
五
十
年
度
活
動
報
告

編
　
　
集
　
　
部

人
文
学
会
学
生
部
会
・
昭
和
五
十
年
度
会
計
報
告

会
　
　
　
　
　
計

編
集
後
記
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ン
ク
ス

人
文
学
会
学
生
部
会

人
文
学
会
学
生
部
会
会
則

「
世
代
」
第
十
五
号
（
一
九
七
八
年
三
月
発
行
）

安
藤
昌
益
に
お
け
る『
気
』の
思
想
の
土
着
化

武
　
田
　
紀
　
子

ニ
ー
チ
ェ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
省
察

笠
　
松
　
美
　
秀

民
族
と
こ
と
ば
―
漢
字
文
化
圏
へ
の
視
点
―

鈴
　
木
　
　
　
智

共
通
語
と
鶴
岡
方
言
の
時
制
表
現
に
関
す
る
一
考
察

五
十
嵐
　
栄
　
一

蛇
の
道

鈴
　
木
　
道
　
夫

新
・
舌
切
り
雀

高
　
井
　
英
　
雄

詩

高
　
橋
　
秀
　
樹

〈
講
演
　
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
大
会
よ
り
〉

近
藤
芳
美
氏
『
現
代
短
歌
に
つ
い
て
』

編
　
　
集
　
　
部

子
ど
も
は
未
来
か
ら
の
使
者

池
　
田
　
勇
　
人

一
般
意
味
論
―
理
論
と
実
証
―

伊
藤
ゼ
ミ
Ⅰ

儒
法
闘
争
史
観

山
本
ゼ
ミ
Ⅰ

欧
化
と
国
粋
―
明
治
以
降
の
悪
循
環
―

山
本
ゼ
ミ
Ⅱ

〈
紹
　
　
介
〉

自
主
講
座
朝
鮮
論

金
　
賀
　
　
　
一

〈
ゼ
ミ
便
り
〉
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資
料
分
析
法
に
よ
る
授
業
内
容
の
構
成

鈴
　
木
　
保
　
宏

現
代
社
会
に
お
け
る
異
常
の
概
念

―
子
ど
も
の
異
常
性
を
め
ぐ
っ
て
―
五
十
嵐
　
純
　
一

Ｗ
・
Ｓ
・
モ
ー
ム
の
た
め
の
小
さ
な
小
さ
な
論
文

古
　
田
　
　
　
毅

下
総
国
に
み
る
国
学
浸
透
と
平
田
神
道

―
と
く
に
宮
負
定
雄
を
中
心
と
し
て
―

須
加
野
　
　
　
亨

手
話
と
言
語
学

奈
須
野
　
敏
　
秋

無
題
―
寒
く
な
り
は
じ
め
た
冬
に
―

吉
　
田
　
文
　
彰

退
場
の
弁
《
座
談
会
》
―
同
世
代
の
弁
明
―

女
性
の
自
立
と
教
育

《
学
生
部
会
主
催
講
演
会
よ
り
》

村
　
田
　
泰
　
彦

昭
和
五
十
五
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

編
　
　
集
　
　
部

『
復
讐
』
に
対
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
姿
勢

渡
　
辺
　
幸
　
夫

我
ら
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
決
断

宮
　
原
　
哲
　
夫

接
辞
・
語
根
と
そ
の
語
形
成
に
関
す
る
考
察

加
　
藤
　
昭
　
夫

「
世
代
」
第
十
九
号
（
一
九
八
二
年
三
月
発
行
）

シ
オ
ド
ア
レ
ト
キ
―
自
然
と
の
自
己
同
一
化
―

根
　
本
　
靖
　
志

現
代
人
の
狂
気
に
つ
い
て
の
一
考
察

―『
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
』を
中
心
と
し
て
―

安
　
原
　
敏
　
洋

金
印
（
漢
委
奴
国
王
印
）

―
亀
井
南
冥
の
業
績
を
中
心
と
し
て
―
石
　
沢
　
真
　
一

現
代
国
家
の
ア
ポ
リ
ア

―
中
学
校
の
場
合
―

林
　
　
　
正
　
太

DoctorFaustus:TheA
spectsofHum

anity

岡
　
田
　
明
　
英

「
世
代
」
第
十
七
号
（
一
九
八
〇
年
三
月
発
行
）

太
陽
と
影
と
―『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』に
お
け

る
対
照
の
イ
メ
ー
ジ
荒
　
井
　
　
　
勝

オ
セ
ロ
の
愛
と
嫉
妬

神
　
谷
　
通
　
子

イ
ア
ー
ゴ
の
最
後
の
沈
黙

藤
　
田
　
陽
　
子

ア
メ
リ
カ
人
と
秘
密
結
社

中
　
鉢
　
恵
　
一

チ
エ
ー
ホ
フ
は
山
口
百
恵
で
あ
る

柳
　
原
　
真
　
市

近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
形
成
理
念

樋
　
口
　
浩
　
次

私
は
訴
え
る

西
　
川
　
　
　
宏

特
別
講
演
会
―
同
時
代
の
感
想
よ
り
―

五
　
木
　
寛
　
之

第
十
一
回
学
内
学
生
意
識
調
査
報
告

山
本
新
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

七
十
九
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

『
借
入
語
と
本
来
語
』

―
中
学
校
基
本
単
語
に
お
け
る
各
品
詞
の
割
合
―

内
　
堀
　
　
　
守

テ
ス
ト
作
成
と
使
用
に
つ
い
て

岡
　
田
　
千
佐
子

「
世
代
」
第
十
八
号
（
一
九
八
一
年
三
月
発
行
）

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
の『
ナ
ジ
ャ
』に
お
け

る
自
己
と
の
出
逢
い
に
つ
い
て
伊
　
藤
　
真
　
理

戦
後
教
育
史
へ
の
視
点

西
　
田
　
光
　
也
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―
人
間
が
、
平
常
で
見
え
ぬ
も
の
―
」
日
比
野
　
　
　
剛

悲
劇
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム

―
裏
切
ら
れ
た
父
親
た
ち
―
林
　
　
　
千
　
秋

『
北
方
領
土
』に
つ
い
て

濱
　
崎
　
真
　
人

『
絵
』
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
？

浅
　
見
　
康
　
久

く
も
と
月
（
童
話
）

安
　
田
　
　
　
淳

ル
イ
・
マ
ル
『
鬼
火
』
を
め
ぐ
っ
て

五
十
嵐
　
祥
　
一

私
の
読
書
論

押
　
田
　
△
　
伸

フ
シ
ギ
的
、
通
話
時
情
緒
不
安
定
の
男

室
　
生
　
敏
　
光

あ
な
た
も
煙
草
が
止
め
ら
れ
る

江
　
部
　
佳
　
隆

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い
け
れ
ど

浅
　
尾
　
博
　
之

女
湯
雑
感

富
　
沢
　
由
香
利

〈
編
集
部
企
画
〉

誌
上
座
談
会
『
学
生
部
会
と
は
何
か
』

編
　
　
集
　
　
部

〈
報
　
　
告
〉

昭
和
五
十
七
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
人
文
学
会
学
生
部
会

予
測
文
法
能
力
と
英
語
テ
ス
ト

藤
　
塚
　
敬
　
一

編
集
後
記

五
十
嵐
　
祥
　
一

「
世
代
」
第
二
十
一
号
（
一
九
八
四
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

松
　
井
　
孝
　
夫

対
日
戦
後
政
策
と
世
論

―
民
主
化
と
天
皇
制
を
中
心
に
―

阿
　
部
　
浩
　
一

―
欧
州
反
核
運
動
の
底
に
流
れ
る
も
の
森
利
口
　
泰
　
一

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
の
担
い
手

―
生
活
に
浸
透
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
―

大
　
森
　
雅
　
子

『
教
科
書
問
題
』
を
考
え
る

柴
　
田
　
正
　
美

プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
に
お
け
る
強
化
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

前
　
田
　
　
　
修

窓
辺
の
孤
独

乗
　
田
　
理
　
路

愛
し
の
エ
リ
ダ（
パ
ロ
デ
ィ
）

山
　
本
　
柚
　
理

鼎
談
　
言
葉
は
ど
こ
ま
で
生
き
残
れ
る
か

本
田
順
子
・
谷
内
紀
夫

奈
須
野
敏
秋

私
と
日
本
文
学《
キ
ム
・
チ
ョ
ン
・
レ
ー
ホ
氏

秋
期
特
別
講
演
会
よ
り
》

昭
和
五
十
六
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

"O
ughtto

do"in
M
acbeth

村
　
上
　
真
奈
美

否
定
接
頭
辞
に
関
す
る
考
察

中
　
浜
　
　
　
哲

不
毛
の
笏
―
マ
ク
ベ
ス
夫
婦
の
心
理
葛
藤

渡
　
辺
　
義
　
明

「
世
代
」
第
二
十
号
（
一
九
八
二
年
十
二
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

五
十
嵐
　
祥
　
一

ア
メ
リ
カ
黒
人
と
ア
フ
リ
カ

市
　
川
　
淳
一
郎

ウ
イ
リ
ア
ム
＝
ス
タ
イ
ロ
ン『
ナ
ッ
ト
・

タ
ー
ナ
ー
の
告
白
』試
論
小
　
島
　
隆
　
一

暗
喩
『
雨
の
木
』
の
し
く
み

長
　
尾
　
　
　
貢

盲
目
に
よ
る『
リ
ア
王
』の
悲
劇
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ウ
ィ
リ
ー
と
息
子
た
ち
と
の
親
子
関
係
と
悲
劇

川
　
俣
　
説
　
子

リ
ン
ダ
の
愛
、
ビ
フ
の
愛

竹
　
内
　
圭
　
子

小
泉
八
雲
と
の
出
会
い
―
比
較
文
化
と
小
泉
八
雲
―
田
　
中
　
美
　
砂

日
本
人
の
宗
教
観
に
つ
い
て

福
　
田
　
泰
　
子

こ
と
ば
と
国
民
―
家
庭
教
育
を
通
し
て
―

山
　
本
　
理
　
恵

旅
と
ロ
マ
ン

北
　
川
　
富
　
雄

自
殺
と
い
う
病
気

北
　
出
　
久
美
子

〈
報
　
　
告
〉

昭
和
五
十
九
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

藤
　
井
　
　
　
章

「
世
代
」
第
二
十
三
号
（
一
九
八
七
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

弘
　
中
　
　
　
努

自
由
の
功
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
　
木
　
昌
　
英

V
on

V
oyage

井
　
態
　
英
　
俊

ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
誕
生
―
神
話
と
音
楽
―

柴
　
田
　
健
　
次

狂
気『
ダ
ー
ク
・
サ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
ム
ー
ン
』

橋
　
本
　
達
　
也

演
歌
に
お
け
る
日
本
人
の
心
情

小
　
林
　
幸
　
宏

ウ
イ
リ
ー
の
生
き
方
―
管
理
社
会
の
中
で

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
存
在
を
求
め
て

久
保
田
　
由
　
香

オ
ー
デ
ィ
オ
・
マ
ニ
ア
の
ひ
と
り
言

清
　
水
　
　
　
徹

生
老
病
死

白
　
石
　
裕
　
二

主
題

小
　
林
　
義
　
寛

イ
ラ
ン
革
命
と
、
周
辺
に
与
え
た
影
響

川
　
村
　
信
　
之

マ
イ
コ
ン
の
教
育
的
利
用

坂
　
井
　
　
　
孝

あ
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
お
け
る
悲
劇

清
　
水
　
美
　
樹

二
つ
の
価
値
観
―
公
人
と
私
人

守
　
屋
　
昌
　
彦

羊
の
テ
ロ
ル

阿
　
部
　
和
　
宏

単
独
者
―
そ
の
健
全
性
と
問
題
解
決
の
た
め
の
考
察
―

松
　
井
　
孝
　
夫

『
ド
ン
＝
キ
ホ
ー
テ
』
に
お
け
る
狂
気
の
中
の

真
の
人
間
性
沼
　
田
　
美
奈
子

『
組
織
』と『
刺
激
的
』個
人

小
　
松
　
久
　
男

〈
報
　
　
告
〉

合
同
公
開
イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

人
文
学
会
学
生
部
会

昭
和
五
十
八
年
度
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

A
Study

ofD
eath

ofa
Salesm

an

―W
illy'sself-recognition

and
itseffect

M
asahiroTakeda

編
集
後
記

小
　
松
　
久
　
男

「
世
代
」
第
二
十
二
号
（
一
九
八
五
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

小
田
桐
　
立
　
人

オ
セ
ロ
ー
の
愛
の
魔
法

横
　
山
　
美
由
紀

ガ
ル
シ
ー
ア
・
ロ
ル
カ
作
『
血
の
婚
礼
』
に

お
け
る
《
死
》
の
イ
メ
ー
ジ

藤
　
井
　
　
　
章

自
分
の
本
当
の
姿
と
こ
う
あ
る
べ
き
姿

―『
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
』の
ヴ
ィ
リ
ー
―
佐
　
藤
　
真
　
二
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「
世
代
」
第
二
十
六
号
（
一
九
八
九
年
四
月
発
行
）

特
集
「
人
文
学
会
学
生
部
の
活
動
」

人
文
学
会
学
生
部
会

具
体
的
都
市
社
会
運
動
分
析
の
た
め
の
前
提
的
考
察
関
　
　
　
礼
　
子

早
期
英
語
教
育
を
考
え
る

成
　
川
　
賢
　
一

「
障
害
」
の
構
造

石
　
垣
　
信
赴
巳

「
世
代
」
第
二
十
七
号
（
一
九
九
〇
年
三
月
発
行
）

う
ら
し
ま
と
カ
メ
の
関
係
に
つ
い
て

土
　
肥
　
理
　
香

ス
ペ
イ
ン
の
空

渡
　
会
　
富
　
絵

英
国
紅
茶
の
歴
史
に
つ
い
て

梅
　
沢
　
有
　
子

『
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
』
を
読
ん
で

佐
　
藤
　
る
み
子

〈
人
文
学
会
論
文
〉

信
仰
と
社
会

ボ
チ
ャ
ラ
リ
ゼ
ミ

・
現
代
日
本
の
祖
先
崇
拝

原
　
田
　
　
　
令

・
仏
教
と
神
道
の
歴
史
的
変
遷

古
　
市
　
淳
　
史

・
日
本
に
お
け
る
政
教
分
離

北
　
沢
　
賢
　
一

食
文
化
に
つ
い
て

田
　
中
　
亜
　
弥

試
訳
　
ペ
ル
ー
法
制
史
に
関
す
る
文
献
案
内

金
　
城
　
尚
　
樹

教
授
法
の
最
適
化

高
　
田
　
和
　
幸

な
ぜ
、
今
　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
読
む
の
か

山
　
本
　
百
合
子

南
北
朝
鮮
と
平
和

福
　
井
　
盛
太
郎

（
題
な
し
）

佐
々
木
　
直
　
樹

無
題

高
　
野
　
ゼ
ミ

Ethnom
ethodologicalEssay

―doing
a
break

in
an

"U
niverse"

―
小
　
林
　
義
　
寛

バ
カ
ボ
ン
の
パ
パ
が
バ
カ
に
な
っ
た
理
由

食
　
欲
　
魔
　
人

昭
和
六
十
年
度
人
文
学
会
　
学
生
部
会
活
動
報
告

人
文
学
会
学
生
部
会

人
文
系
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
誌
紹
介

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記
及
び
受
賞
作
品
発
表

弘
　
中
　
　
　
努

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
　
学
生
部
会
会
則

人
文
学
会
学
生
部
会

「
世
代
」
第
二
十
四
号
（
一
九
八
七
年
六
月
発
行
）

Ｃ
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
今
日
的
課
題

古
　
山
　
展
　
也

テ
レ
ビ
は
本
当
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

田
　
川
　
雅
　
之

日
英
家
族
史

山
　
下
　
裕
　
之

装
軌
車
両
引
離
し
に
よ
る
地
球
軍
縮
は
可
能
だ

斉
　
藤
　
　
　
浩

サ
ム
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
作
品
の
あ
ら
わ
れ
方

高
　
橋
　
香
　
里

演
歌
に
お
け
る
日
本
人
の
心
情

小
　
林
　
幸
　
宏

「
世
代
」
第
二
十
五
号
（
一
九
八
八
年
六
月
発
行
）

「
韓
国
」動
乱
に
お
け
る
民
衆
動
員
の
一
過
程

関
　
　
　
礼
　
子

エ
ド
マ
ン
ド
の
悪
を
操
る
も
の

渡
　
辺
　
道
　
夫

闇
に
と
り
つ
か
れ
た
人
々

藤
　
森
　
　
　
功

「
死
生
観
」
―
人
は
な
ぜ
生
き
る
の
か
―

田
　
村
　
信
　
昭

「
消
費
」
を
め
ぐ
る
考
察

宮
　
幡
　
　
　
誠
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CA
I

に
よ
る
教
授
シ
ス
テ
ム

奥
　
脇
　
朋
　
孝

「
女
た
ち
が
変
え
る
ア
メ
リ
カ
」に
観
る
離
婚

志
　
村
　
真
由
美

最
近
気
に
な
っ
た
言
葉

山
　
下
　
妙
　
子

心
弱
き
者
、
そ
な
た
の
名
は
女

山
　
本
　
百
合
子

歌
謡
曲
か
ら
見
た
日
本
人
分
析
　
　
　
　
　

疋
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
通
信
で
何
が
出
来
る
か
？

梅
　
沢
　
修
　
司

私
の
ゼ
ミ
論
日
記

加
　
藤
　
利
　
佳

『CO
N
CERT

W
A
RE

＋
に
つ
い
て
』

奥
　
田
　
将
　
人

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

片
　
桐
　
直
　
子

１
、Logo

近
　
藤
　
一
　
起

大
学
に
お
け
る
情
報
処
理
教
育

清
　
水
　
利
枝
子

『
第
５
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
』

矢
島
多
恵
・
小
山
守
生

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
犯
罪
に
つ
い
て
そ
の
１
』

山
　
本
　
龍
　
雄

日
本
人
の
欧
米
至
上
主
義

森
　
　
　
　
　
敦

研
究
発
表

水
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

・
英
語
再
入
門
　
読
む
・
書
く
・
聞
く
・
話
す
を
読
ん
で

浅
　
原
　
理
　
子

・
ゼ
ミ
Ⅰ
〜
わ
た
し
の
外
国
語
学
習
法
〜

永
　
井
　
久
美
子

・「
古
代
へ
の
情
熱
」
を
読
ん
で

中
　
村
　
涼
　
子

編
集
後
記

「
世
代
」
第
二
十
九
号
（
一
九
九
二
年
三
月
発
行
）

〈
会
長
の
こ
と
ば
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
の
活
動

原
　
田
　
千
栄
美

ア
ス
ト
ン
語
学
研
修
の
思
い
出

小
　
林
　
優
　
子

ヘ
ッ
セ
と
『
青
春
は
美
わ
し
』
に
つ
い
て

染
　
谷
　
昌
　
広

（
題
な
し
）

川
　
村
　
　
　
彰

私
が
見
た
カ
ナ
ダ

岡
　
本
　
宙
　
子

よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
求
め
て

後
　
藤
　
康
　
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
宛
て
た
五
つ
の
手
紙

宍
　
戸
　
良
　
子

小
説
が
面
白
い
と
い
う
こ
と

岩
　
宮
　
珠
　
樹

『
文
学
と
生
と
』
私
と

早
　
坂
　
嘉
　
信

IN
T
ELLECT

U
EL

D
E
SA
RT

RE
A

FO
U
CA

U
LT

高
　
橋
　
一
　
徳

キ
ャ
プ
テ
ン
・
フ
ッ
ク
の
憂
鬱

中
　
北
　
　
　
厚

岩
戸
寺
の
修
正
鬼
会

猿
　
渡
　
土
　
貴

中
国
人

今
　
村
　
朗
　
子

「
世
代
」
第
二
十
八
号
（
一
九
九
一
年
三
月
発
行
）

〈
会
長
の
こ
と
ば
〉

人
文
学
会
学
年
部
会
の
活
動

深
　
川
　
佳
　
子

IN
T
RO

D
U
CT

IO
N

伊
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ロ
バ
ー
ト
フ
ロ
ス
ト
―
そ
の「
人
気
」
と

彼
の
詩
に
み
る「
森
」
の
考
察
村
　
上
　
美
　
樹

SA
N
T
IA
GO

:A
T
Y
PICA

L
H
EM

IN
GW

A
Y
H
ERO

岩
　
宮
　
珠
　
樹

「
個
別
化
」
の
新
展
開

中
　
西
　
則
　
之
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ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
日
米
関
係

間
手
原
　
美
　
香

第
二
言
語
習
得
と
第
一
言
語
習
得
の
接
点

渡
　
辺
　
政
　
寿

人
類
に
と
っ
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
は
何
か

釜
　
屋
　
亜
　
子

エ
イ
ズ
と
教
育
に
つ
い
て
思
う
こ
と

秋
　
川
　
能
　
徳

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
喜
劇
性
と
悲
劇
性

井
　
川
　
ひ
と
み

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
つ
い
て
考
え
る

鈴
　
木
　
紀
　
子

標
準
語
と
方
言
〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
英
語
〜
下
　
重
　
敦
　
子

〈
特
別
寄
稿
〉

一
年
間
の
卒
業
研
究
を
振
り
返
っ
て

間
手
原
　
美
　
香

大
学
生
活
四
年
目

佐
　
藤
　
隆
　
幸

目
標
を
も
つ
と
い
う
こ
と

野
　
本
　
恵
　
司

〈
ゼ
ミ
紹
介
〉

松
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

金
　
子
　
高
　
浩

Ｚ
ａ
ｖ
ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ｋ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

松
　
林
　
敬
　
子

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

中
　
村
　
忠
　
孝

ゼ
ミ
紹
介

渡
　
邊
　
晃
　
成

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

岩
　
間
　
弘
　
枝

ユ
ー
リ
海
老
原
講
演
会

江
　
藤
　
美
　
子

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

佐
　
藤
　
隆
　
幸

第
30
号
記
念
特
集
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

編
集
後
記

野
　
本
　
恵
　
司

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
学
生
部
会
会
則

東
京
語
（
グ
ル
ー
プ
研
究
）

伊
藤
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ハ
イ
パ
ー
俳
句
の
開
発
と
そ
の
学
習
効
果

保
崎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

日
独
の
歴
史
教
育
（
教
科
書
の
責
任
の
重
さ
）
大
和
田
　
カ
シ
子

農
耕
民
族
と
狩
猟
民
族
（
手
の
日
本
人
・
足
の
西
欧
人
）
小
　
林
　
　
　
洋

初
め
て
「
文
学
」
に
取
り
組
む
の
巻

杉
　
垣
　
圭
　
子

武
術
と
宗
教

室
　
谷
　
嘉
　
一

英
語
授
業
の
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
利
用

深
　
川
　
佳
　
子

目
を
見
は
ら
せ
る
授
業
と
は

畠
　
山
　
美
　
香

フ
ェ
ア
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
・
ア
ズ
・
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
ス
ト
ゥ
・
マ
イ
ス
山
　
下
　
り
え
子

何
故
彼
ら
は
人
を
殺
し
た
か

中
　
村
　
智
　
子

ゼ
ミ
活
動
を
振
り
返
っ
て

小
　
森
　
由
　
夫

十
大
学
合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

田
　
中
　
幸
　
宏

ゼ
ミ
の
紹
介

水
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

編
集
後
記

人
文
学
会
学
生
部
会

神
奈
川
大
学
人
文
学
会
学
生
部
会
会
則

「
世
代
」
第
三
十
号
（
一
九
九
三
年
四
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会

昔
話
に
お
け
る「
な
ま
け
者
」の
位
置
づ
け

西
　
　
　
雅
　
生

ゼ
ミ
研
究

大
　
井
　
寿
　
子

ペ
イ
ン
ト
系
Ｃ
Ｇ
ソ
フ
ト
利
用
の
教
育

稲
　
垣
　
秀
　
幸

英
語
学
習
に
王
道
は
な
い
か

久
留
島
　
道
　
則
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無
題

海
江
田
　
幸
之
助

夕
焼
け

山
　
中
　
美
　
和

詩
部
門
の
総
評

橋
　
本
　
　
　
侃

〈
川
柳
、俳
句
部
門
〉

川
柳
、
俳
句
部
門
の
総
評

復
　
本
　
一
　
郎

〈
イ
ラ
ス
ト
部
門
〉

人
文
学
会
懸
賞
作
品
審
査
員
名
簿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

卓
球
大
会

ゼ
ミ
幹
合
宿

特
集
企
画
第
一
弾
　
ア
ン
ケ
ー
ト
特
集

特
集
企
画
第
三
弾
　
授
業
評
価
に
つ
い
て

〜
そ
の
賛
否
と
方
法
〜

授
業
評
価
の
必
要
性
に
つ
い
て

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

講
演
会
―
島
田
雅
彦
氏
を
迎
え
て
―

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

座
談
会
「
人
文
に
つ
い
て
」

神
大
周
辺
の
お
店
情
報

〈
特
別
寄
稿
〉

西
安
事
変
と
張
学
良

馬
　
川
　
大
　
介

人
文
メ
ン
バ
ー
紹
介

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
一
号
（
一
九
九
四
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
懸
賞
論
文
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

ア
ジ
ア
に
拡
が
る
原
発
と
核
兵
器

福
　
島
　
英
　
俊

「
包
む
」こ
と
と「
隠
す
」こ
と
の
文
化
論

小
　
林
　
亮
　
子

地
球
環
境
の
危
機
を
救
う
た
め
に

後
　
藤
　
寛
　
明

日
本
文
化
論
の
効
用
と
限
界

―
日
本
特
殊
論
の
意
味
す
る
も
の
―
宗
　
像
　
宏
　
侑

論
文
部
門
の
総
評

鳥
　
越
　
輝
　
昭

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

遠
い
山
々
、
遠
い
日
々
　

河
　
合
　
道
　
雄

極
上
の
宝
物
　

高
　
橋
　
怜
　
子

八
号
館
の
屋
上
か
ら

林
　
　
　
達
　
也

失
わ
れ
た
大
陸
、
失
わ
れ
た
人
間
性
　

渡
　
辺
　
研
　
二

エ
ッ
セ
イ
部
門
の
総
評

疋
　
田
　
三
　
良

〈
小
説
部
門
〉

時
間
の
贈
物

齋
　
田
　
敏
　
宜

時
間
の
歪

藤
　
川
　
洋
　
一

後
悔
の
夜
を
越
え
て

黒
　
沢
　
俊
　
典

小
説
部
門
の
総
評

日
　
高
　
昭
　
二

〈
詩
部
門
〉
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弁
論
大
会
を
終
え
て

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
大
会
）

ゼ
ミ
幹
事
合
宿

講
演
会
―
奥
寺
康
彦
氏
を
迎
え
て
―

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
）

弁
論
大
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

第
一
弾
　
座
談
会

「
人
文
学
会
学
生
部
会
の
新
し
い
時
代
に
む
け
て
」

第
二
弾
　
人
文
委
員
の〝
ひ
・
と
・
り
・
ご
・
と
〞

講
義
編

ゼ
ミ
編

お
店
編

趣
味
編

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
三
号
（
一
九
九
六
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
三
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

「
世
代
」
第
三
十
二
号
（
一
九
九
五
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
二
回
　
懸
賞
論
文
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
め
ぐ
る
若
者
の
意
識
の
変
遷
梅
崎
　
修
・
浅
野
　
真

関
根
　
周
太

体
外
受
精
に
つ
い
て

工
　
藤
　
奈
央
子

受
け
継
が
れ
る
帝
国
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口
　
　
　
良

論
文
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
坂
青
司
・
大
西
勝
也

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

メ
キ
シ
コ
を
発
掘
す
る

村
　
上
　
達
　
也

最
も
危
機
的
な
物
の
見
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
河
内
　
康
　
博

脱
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

林
　
　
　
達
　
也

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
美
樹
子
・
伊
藤
喜
栄

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
馬
　
徹
・
橋
本
侃

短
歌
・
川
柳
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
速
川
美
竹
・
復
本
一
郎

〈
小
説
部
門
〉

代
替
植
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
村
　
亜
　
紀

四
九
年
前
か
ら
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
昌
　
志

小
説
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
修
一
・
塚
田
眞
幸

人
文
学
会
懸
賞
作
品
審
査
員
名
簿

﹇
第
一
回
　
弁
論
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会
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﹇
第
二
回
　
弁
論
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

弁
論
大
会
参
加
寄
稿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

弁
論
大
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

講
演
会
―
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
氏
を
迎
え
て
―

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

「
ホ
ワ
ッ
ト
イ
ズ
ゆ
に
う
ぁ
ー
す
ぃ
て
ぃ
ー
」

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
大
学
生
活
意
識
調
査

・
神
大
生
に
も
の
申
す

・
各
国
の
大
学
生

卒
業
研
究
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介

授
業
紹
介

趣
味
編

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
四
号
（
一
九
九
七
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
四
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

フ
ラ
ン
ス
植
民
地
政
策
と
ヴ
ェ
ト
ナ
ム

民
族
解
放
運
動
の
関
連
性

野
　
本
　
　
　
温

論
文
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
公
史
・
浅
山
佳
郎

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

「
貧
困
の
文
化
」と
相
対
主
義

村
　
上
　
達
　
也

自
動
車
教
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
浩
　
司

出
会
い

高
　
木
　
智
　
美

野
音
の
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
村
　
亜
　
紀

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
侃
・
鈴
木
広
子

〈
詩
部
門
〉

「
蒼
月
」
―
そ
う
げ
つ
。
あ
る
い
は
、
あ
お
い
つ
き
。―

中
　
島
　
瑞
　
恵

《
シ
ー
ン
３
》の
逃
亡
　
　
　
　
　

中
　
嶋
　
佳
代
子

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
浩
平
・
鳥
越
輝
昭

〈
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
〉

ト
リ
コ
ロ
ー
ル

斉
　
藤
　
香
代
子

思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
上
　
智
　
香

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
正
巳
・
復
本
一
郎

〈
小
説
部
門
〉

人
間
・
合
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
野
　
竜
　
平

部
品
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
　
村
　
和
歌
子

小
説
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
繁
男
・
近
藤
正
栄

人
文
学
会
懸
賞
作
品
審
査
員
名
簿
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人
文
学
会
懸
賞
作
品
審
査
員
名
簿

﹇
第
三
回
　
弁
論
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

弁
論
大
会
参
加
寄
稿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

弁
論
大
会

イ
ン
ナ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

講
演
会
―
佐
藤
和
弘
氏
・
河
上
和
雄
氏
を
迎
え
て
―

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

「
海
外
旅
行
に
対
す
る
意
識
調
査
」

・
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
神
大
生
の
海
外
に
対
す
る
意
識
調
査

・
海
外
旅
行
体
験
談

・
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
人
旅
行
者

・
旅
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ

・
総
評

趣
味
編

特
別
編

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

人
文
学
会
学
生
部
会
の
活
動
を
み
て

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
五
号
（
一
九
九
八
年
三
月
発
行
）

〈
論
文
部
門
〉

出
稼
ぎ
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
日
本

―
共
生
を
め
ざ
し
て
、大
泉
レ
ポ
ー
ト
―

中
　
村
　
靖
　
子

「
無
垢
の
時
代
」に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ピ
ー
プ
ル
の
役
割

若
　
尾
　
彩
　
子

論
文
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
一
美
・
湯
田
　
豊

〈
小
説
部
門
〉

鏡
裏
妖
姿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澤
　
田
　
寛
　
之

喪
失

中
　
島
　
瑞
　
恵

な
い
も
の
は
な
い

丹
　
　
　
偉
佐
武

小
説
部
門
総
評

小
池
　
榮
一
・
倉
田
　
清

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

別
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
木
　
智
　
美

『
ひ
ま
わ
り
』

中
　
嶋
　
佳
代
子

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評

上
條
　
雅
子
・
中
本
　
信
幸

〈
詩
部
門
〉

屋
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
奈
緒
子

真
昼
ど
き

西
　
村
　
亜
　
紀

詩
部
門
総
評

出
来
　
成
訓
・
河
上
　
婦
志
子

〈
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
〉

「
恋
歌
96
」

―
あ
の
日
あ
な
た
と
見
た
あ
の
月
の
裏
側
―

中
　
島
　
瑞
　
恵

還
る
日
ま
で

斉
　
藤
　
香
代
子

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
復
本
一
郎
・
速
川
美
竹
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〈
詩
部
門
〉

マ
リ
コ

里
　
村
　
和
歌
子

緑
柱
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
香
代
子

ソ
ナ
タ
に
な
れ
な
か
っ
た
ふ
た
つ
の
ソ
ナ
タ

中
　
嶋
　
佳
代
子

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
越
輝
昭
・
中
本
信
幸

懸
賞
論
文
大
会
審
査
員
名
簿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会

講
演
会
―
神
奈
川
新
聞
社
文
化
部
副
部
長

片
山
　
薫
氏
を
迎
え
て
―

懸
賞
論
文
大
会
・
表
彰
式

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

亜
細
亜
回
帰

―
ア
ジ
ア
人
と
し
て
、
国
際
人
と
し
て
―
　
　
齋
　
藤
　
裕
　
樹

卒
業
研
究
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
六
号
（
一
九
九
九
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
六
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
五
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

現
代
日
本
の
貧
困
生
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
　
田
　
　
　
努

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
公
的
介
護
保
障
制
度
に
つ
い
て

渡
　
辺
　
寛
　
美

日
本
的
雇
用
慣
行
の
経
済
学
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
野
　
容
　
明

論
文
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筧
敏
生
・
沢
田
ゆ
か
り

〈
小
説
部
門
〉

３
Ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
宮
　
俊
　
賢

ｉ
ｔ
ａ
ｍ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中
　
健
　
友

小
説
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
山
佳
郎
・
日
高
昭
二

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

か
く
こ
と

小
　
林
　
千
　
晴

母
か
ら
の
贈
り
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
泰
　
司

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
〜
東
南
ア
ジ
ア
日
本
人

旅
行
者
の
性
と
ス
タ
イ
ル
〜
　
里
　
村
　
和
歌
子

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
江
直
子
・
西
澤
晃
彦

〈
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
〉

恋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
郁
　
子

夜
の
台
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
　
木
　
奈
緒
子

「
人
を
悼
む
」

梶
　
原
　
聡
　
子

川
柳
・
俳
句
・
短
歌
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
復
本
一
郎
・
速
川
美
竹
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応
募
数
・
審
査
員
一
覧

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ゼ
ミ
幹
事
懇
親
会

「
学
生
部
会
・presents'9

8

」

人
文
学
会
後
援
・
保
崎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
主
催

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

学
生
部
会
の
部
室
へ
よ
う
こ
そ
！

T
he

GreatLocalN
ew

s

赤
い
靴
の
女
の
子
と
そ
の
母
親
の
話

中
国
語
学
科
学
科
祭
取
材
と
言
う
よ
り
餃
子
体
験
記

神コ
ウ

ち
ゃ
ん
よ
、
フ
リ
マ
で
あ
い
そ
を
フ
リ
マ
ケ
!!

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
終
え
て

飯
　
島
　
由
　
久

卒
業
研
究
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
七
号
（
二
〇
〇
〇
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
七
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

カ
ラ
ー
・
パ
ー
プ
ル

走
り
屋
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

石
　
原
　
進
　
吾

『
彼
ら
の
目
は
神
を
見
て
い
た
』
―
「
語
り
」

に
よ
る
黒
人
女
性
の
自
己
実
現
　
桐
　
田
　
佳
　
織

論
文
部
門
総
評

松
本
安
生
・
中
村
浩
平

〈
小
説
部
門
〉

小
さ
な
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
田
　
耕
　
一

灘な
だ

見み

町
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
商
店
街
の
奇
跡
　
　
　
　
間
　
宮
　
俊
　
賢

小
説
部
門
総
評

日
高
昭
二
・
山
口
ヨ
シ
子

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

明
治
の
人（
明
治
の
記
憶
）

平
　
田
　
　
　
收

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評

鈴
木
修
一
・
鈴
木
陽
一

〈
短
歌
・
俳
句
部
門
〉

人
を
想
う

梶
　
原
　
聡
　
子

ひ
と
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
郁
　
子

短
歌
・
俳
句
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
本
　
一
　
郎

〈
詩
部
門
〉

超
音
速
で
季
語
を
忘
れ
る

利
　
田
　
一
　
平

洪
水
の
あ
と

鈴
　
木
　
孝
　
弘

階
段
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
恵
　
子

詩
部
門
総
評

小
馬
徹
・
岩
崎
豊
太
郎

〈
映
像
部
門
〉

LO
O
P

星
　
合
　
　
　
徹

映
像
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
　
崎
　
則
　
雄
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キ
ノ
ウ
ミ
タ
ユ
メ

清
　
水
　
　
　
玲

君
な
き
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
関
　
隆
　
雄

Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
　
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
京
　
子

映
像
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
本
　
信
　
幸

懸
賞
論
文
大
会
審
査
員
名
簿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
）

﹇
人
文
特
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

神
大
の
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

「
神
大
フ
ェ
ス
タ
」
へ

卒
業
研
究
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

編
集
後
記

「
世
代
」
第
三
十
八
号
（
二
〇
〇
一
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

渡
　
邊
　
祐
　
介

﹇
第
八
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

ブ
ラ
ジ
ル
と
サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て

武
　
田
　
優
　
子

『
ジ
ョ
イ
・
ラ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
』

〜
「
沈ち
ん
黙も
く
」
が
語か
た
る
真し
ん
実じ
つ
の
す
べ
て
永
　
田
　
加
　
恵

論
文
部
門
総
評

伊
坂
青
司
・
西
野
清
治

―「
創
造
」を
つ
か
ん
だ
女
性
た
ち
の
手
―

伊
　
藤
　
友
　
紀

Ｂ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
ｄ
―
歪
め
ら
れ
た
愛
　
　
　
　
梶
　
原
　
美
加
子

Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｖ
ｅ

「
ス
カ
ー
ト
の
輪
」の
中
で
描
く
人
間
像

野
　
元
　
亜
　
希

論
文
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
田
宏
子
・
塚
田
眞
幸

〈
小
説
部
門
〉

冬
の
殻
　
Ｗ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｅ
ｎ

ｗ
ｅ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
　
ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
―
　
中
　
村
　
　
　
文

緑
眼
の
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
　
松
　
千
　
絵

小
説
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
圀
和
・
高
野
繁
男

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

北
京
の
裏
通
り
―
胡
同
の
風
景
―
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
啓
　
子

内
定
と
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
　
達
　
博
　
一

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
沢
正
晴
・
堤
　
正
典

〈
短
歌
・
俳
句
部
門
〉

エ
ッ
ク
ス
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
郁
　
子

短
歌
・
俳
句
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
本
　
一
　
郎

〈
詩
部
門
〉

冷
蔵
庫
番
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
部
　
秀
　
和

マ
イ
ド
ラ
マ

下
　
地
　
智
　
子

光
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
野
　
友
　
美

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
　
本
　
　
　
侃

〈
映
像
部
門
〉
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メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
を
考
え
る

懸
賞
論
文
大
会
感
想

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
大
会
）

懸
賞
論
文
大
会
映
像
部
門
上
映
会
の
初
開
催
！

﹇
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
紹
介
﹈

中
本
信
幸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

高
　
橋
　
み
ゆ
き

松
本
武
祝
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

神
　
足
　
大
　
輔

大
澤
定
順
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

飯
　
島
　
香
津
江

池
上
和
夫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

若
　
林
　
　
　
舞

伊
坂
青
司
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

晴
　
山
　
大
　
輔

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

〈
巻
末
言
〉

「
世
代
」
第
三
十
九
号
（
二
〇
〇
二
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

鈴
　
木
　
永
　
尚

﹇
第
九
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

現
代
家
族
の
見
え
な
い
課
題

―
家
族
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
考
え
る
小
　
澤
　
昌
　
之

学
年
の
階
配
置
と
学
校
生
活
の「
隠
れ
た
次
元
」
小
馬
基
礎
ゼ
ミ
一
同

〈
小
説
部
門
〉

祖そ

母ぼ

か
ら
の
手て

紙が
み

石
　
渡
　
可
南
子

小
説
部
門
総
評

日
高
昭
二
・
山
口
ヨ
シ
子

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
で
感
じ
た
風
　
　
　
　
　
　
安
　
武
　
克
　
枝

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク

栗
　
原
　
雅
　
史

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評

西
澤
晃
彦
・
大
西
勝
也

〈
短
歌
・
俳
句
部
門
〉

赤
毛
の
ア
ン

三
　
浦
　
郁
　
子

短
歌
・
俳
句
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
本
　
一
　
郎

〈
詩
部
門
〉

「
時
間
」「
ま
ぼ
ろ
し
の
空
」「
日
々
」

「
こ
れ
か
ら
」「
荒
野
の
人
」
大
　
野
　
友
　
美

「
日
の
丸
」「
独
語
」「
自
然
」「
秋
は
始
ま
っ
て

い
た
」「
放
課
後
」
栗
　
原
　
雅
　
史

人ひ
と

と
、
人ひ
と

と
。

守
　
屋
　
佑
里
子

詩
部
門
総
評

鳥
越
輝
昭
・
浅
山
佳
郎

〈
映
像
部
門
〉

U
sual

ゆ
ー
じ
ゅ
あ
る

清
　
田
　
修
　
浩

夕
暮
れ
ル
ー
ジ
ュ

三
　
宮
　
俊
　
之

映
像
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
星
　
宗
　
雄

懸
賞
論
文
大
会
審
査
員
名
簿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会
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「
望
み
」「
待
つ
と
い
う
事
」「
世
界
」「
場
所
」

「
指
針
」
大
　
野
　
友
　
美

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
侃
・
岩
崎
豊
太
郎

〈
映
像
部
門
〉

神
奈
川
大
学
　
が
ん
ば
れ

萩
　
原
　
　
　
統

映
像
制
作
サ
ー
ク
ル
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ

く

ら

っ

ぱ

ー

Ｃ
Ｍ
〝
思
い
き
り
笑
っ
て
〞
　
井
　
関
　
隆
　
雄

映
像
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
　
氣
　
洋
　
美

〈
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
部
門
〉

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
田
明
信
・
人
文
学
会
学
生
部
会

懸
賞
論
文
大
会
審
査
員
名
簿

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

人
文
学
会
学
生
部
会
の
会
則

〈
巻
末
言
〉

「
世
代
」
第
四
十
号
（
二
〇
〇
三
年
三
月
発
行
）

〈
巻
頭
言
〉

人
文
学
会
学
生
部
会
に
つ
い
て

人
文
学
会
学
生
部
会

﹇
第
十
回
　
懸
賞
論
文
大
会
受
賞
者
発
表
﹈

〈
論
文
部
門
〉

出
産
願
望
、
不
妊
治
療

そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は
…
　
石
橋
佳
奈
枝
・
袴
田
聖
子

奴
隷
の
母
親
の
挫
折

―『
あ
る
女
奴
隷
の
人
生
の
出
来
事
』の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
田
　
村
　
裕
香
里

論
文
部
門
総
評

永
野
善
子
・
松
本
安
生

〈
小
説
部
門
〉

境さ
か
い

守
　
屋
　
佑
里
子

月つ
き

標し
る
べ

北
　
見
　
真
　
弓

過
去
か
ら
の
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
下
　
麻
里
衣

小
説
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
田
　
宏
　
子

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

本
当
の
旅
と
は

南
　
　
　
大
　
輔

眠
れ
る
森
の
美
女
症
候
群

町
　
田
　
由
紀
子

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
考
え
た

丹
　
羽
　
聡
　
子

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

佐
　
藤
　
正
　
子

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
修
　
一

〈
俳
句
・
短
歌
部
門
〉

俳
句
・
短
歌
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
本
　
一
　
郎

〈
詩
部
門
〉

「
息
づ
く
小
説
」「
雪
が
積
も
る
」「
カ
ー
ニ
バ

ル
」「
今
」「
夜
の
終
わ
り
」
村
　
上
　
健
太
郎

「
夜
の
海
峡
」「
機
械
の
国
」「
逃
亡
」

「
揺
り
椅
子
」「
質
問
」
栗
　
原
　
雅
　
史

「
Ｈエ
イ
チ

２ツ
ー
」「
お
い
ぼ
れ
」「
警
告
ア
ラ
ー
ム
」「
白
壁
の
園
」

「
君
が
逝
く
と
き
」
北
　
見
　
真
　
弓
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「
オ
ス
ナ
ー
」「
い
ま
と
い
う
い
ま
」「
ふ
る
か

わ
」「
き
ん
も
く
せ
い
」「
シ
ョ
ウ
カ
ツ
」
佐
々
木
　
優
　
子

詩
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
馬
徹
・
浅
山
佳
郎

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
活
動
報
告
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

第
10
回
懸
賞
論
文
大
会

人
文
学
会
学
生
部
会
説
明
会

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
懇
親
会

講
演
会
―
丹
波
哲
郎
氏
を
迎
え
て
―

〜
明
る
く
素
直
に
あ
た
た
か
く
〜

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
時
別
企
画
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

神
大
生
実
態
調
査

﹇
人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介
﹈

人
文
学
会
学
生
部
会

人
文
学
会
学
生
部
会
メ
ン
バ
ー
紹
介

人
文
学
会
学
生
部
会
会
則

〈
巻
末
言
〉

前
坂
香
都

ア
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
ゾ
ラ
・
ニ
ー
ル
・

ハ
ー
ス
ト
ン
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
志
　
水
　
光
　
子

コ
コ
ポ
に
散
っ
た
木
村
茂
夫
の
戦
歴
　
　
　
　
　
小
　
林
　
　
　
誠

ボ
リ
ビ
ア
に
お
け
る
コ
カ
と
コ
カ
イ
ン
の
現
状
　
藤
　
永
　
か
ほ
り

ゲ
ー
マ
ー
の
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
調
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
の
考
察
〜
山
　
内
　
悠
　
貴

論
文
部
門
総
評

中
村
浩
平
・
八
久
保
石
志

〈
小
説
部
門
〉

小
説
部
門
総
評

岩
根
圀
和
・
笠
間
千
浪

〈
エ
ッ
セ
イ
部
門
〉

「
パ
ナ
マ
」
再
訪
し
て
思
っ
た
こ
と

黒
　
野
　
純
　
子

エ
ッ
セ
イ
部
門
総
評
　

寺
沢
正
晴
・
堤
正
典

〈
俳
句
・
短
歌
部
門
〉

俳
句
・
短
歌
部
門
総
評
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
復
　
本
　
一
　
郎

〈
詩
部
門
〉

「
無
題
」「
太
陽
遅
参
」「
路
地
裏
の
渡
り
鳥
」

「
と
あ
る
空
間
」「
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
」
富
　
所
　
千
恵
子

「
虹
を
見
た
」「
天
空
の
美
女
」「
海
風
の
ふ
く
夏
の

公
園
」「
ま
す
み
ち
ゃ
ん
の
歌
」「
黄
昏
の
街
」
山
　
田
　
　
　
裕

三
分
の
二

守
　
屋
　
佑
里
子
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